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沢 部沢 部

迎　春迎　春

巨大へび巨大へび

作ったぞ！作ったぞ！
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２０２４年の厚沢部町のあゆみ
新 春

特 集

新 春

特 集
（３月）
「若い力で支えていく！」

▲『令和５年度新規・後継就農者認定式』（４月号）

（３月）
「『町民の足』支えてきた路線に幕が下りる」

▲『函館バス　館線・稲見線が廃線』（５月号）

（６月）
「クーラー、サイコー！」

▲『町内小中学校へエアコン設置』（８月号）

ゆく年あっさぶの１年
2024 年も広報あっさぶをご覧いただきありがとうございました

2024 年の主な出来事を広報あっさぶで振り返ります

2025 年2025 年

皆様にとって良い１年皆様にとって良い１年

となりますように。となりますように。

今後とも広報あっさぶ今後とも広報あっさぶ

をご愛顧よろしくお願をご愛顧よろしくお願

いいたします。いいたします。

（６月）
「最新鋭の救急車が納車」

▲『厚沢部消防署に新しい救急車納車』（７月号）

（５月）
「『とうきびの家』と『あすぱらの家』」

▲『保育園留学の寮が２棟完成』（７月号）

（６月）
「記念すべき第１回開催！」

▲『第１回うずら綱引き祭』（８月号）

（９月）
「台湾との友好促進、関係強化」

▲『日台友好議員連盟設立』（10 月号）

（８月・９月）
「みちえきＦＥＳＴＡ」

▲『みちえきＦＥＳＴＡ盆踊り』（10 月号）

▼『３㎏カレー大食いチャレンジ』

▲『脱炭素先行地域へ環境省より認定』（11 月号）

（９月）
「炭素排出量実質ゼロへ取り組む！」

（１０月）
「就農希望の新協力隊が着任！」

▲『新協力隊の石川史朗さん』（11 月号）

（１０月）
「町内をタクシーが走る！」

▲『厚沢部観光がタクシー事業を開始』（12 月号）
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町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
令
和
７
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
、
皆
様
と
共
に
迎

え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年

中
は
、
町
政
の
推
進
に
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
長
に
就
任
し
て
３
年
目
の
今

年
は
、
公
約
の
着
実
な
推
進
と
新

た
な
施
策
に
取
り
組
み
、
引
き
続

き
、
町
民
皆
様
が
、
真
に
幸
せ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
町
民
皆
様
の
ご
理
解
、　
　

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

🐍　
　

🐍　
　

🐍

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
年
明
け
早
々
に
最
大
で
震
度

謹
賀
新
年

７
の
揺
れ
を
観
測
し
た
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
、
災
害
関
連
死
を

含
め
る
と
４
８
０
人
を
超
え
る
方

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
９
月
に

は
そ
の
被
災
地
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
か
の
よ
う
に
豪
雨
が
襲
い
、

さ
ら
に
被
害
を
受
け
る
「
二
重
被

災
」
と
な
り
、
生
活
の
再
建
に
さ

ら
に
時
間
を
要
す
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
に

謹
ん
で
深
い
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
日
本
国
中
猛
暑
の
夏
と

な
り
ま
し
た
が
、
本
町
は
一
昨
年

ほ
ど
の
猛
暑
で
は
な
く
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
へ
の
影
響
も
少
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ほ
っ
と

胸
を
な
で
お
ろ
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
　
　
🐍　
　

🐍　
　

🐍

　

国
政
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
自

民
党
の
政
治
資
金
問
題
な
ど
を
受

け
て
岸
田
総
理
が
退
陣
し
、
新
た

に
石
破
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

解
散
総
選
挙
を
経
て
、
昨
年
末
の

臨
時
国
会
で
は
少
数
与
党
と
し
て

の
国
会
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。　
　

　

成
立
し
た
補
正
予
算
で
は
物
価

高
騰
対
策
の
た
め
の
重
点
支
援
地

方
交
付
金
が
予
算
措
置
さ
れ
、
当

町
と
し
ま
し
て
も
、
低
所
得
世
帯

支
援
給
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
末
に
早
期
予
算
化
を
図
り
、
迅

速
に
支
援
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
取

り
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
の
生
活
者
支
援
事
業

等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
早
急
に
対

年 

頭 

の 

ご 

挨 

拶

厚
沢
部
町
長

佐 

藤 

正 

秀

5

策
を
取
り
ま
と
め
、
実
行
に
移
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
🐍　
　

🐍　
　

🐍

　

町
長
就
任
以
来
、
こ
れ
ま
で
当

町
が
積
み
上
げ
て
き
た
施
策
を
拡

充
し
な
が
ら
、
新
た
な
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
度

は
、
小
中
学
校
等
の
冷
房
設
備
設

置
工
事
、
江
差
高
校
通
学
乗
合
バ

ス
な
ど
の
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
奨
学
金
制
度
や
持

家
建
設
奨
励
事
業
の
拡
充
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
、
各

種
健
診
費
用
の
無
償
化
、
町
内
会

に
よ
る
粗
大
ゴ
ミ
収
集
運
搬
支

援
、
ス
マ
ー
ト
農
業
等
持
続
可
能

な
農
業
経
営
へ
の
支
援
、
う
ず
ら

温
泉
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
事

業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進

む
中
で
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者

福
祉
の
充
実
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
行
政

と
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
支
援
を

継
続
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
を
維
持
・
推
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
を
核
と

し
た
「
保
育
園
留
学
」
事
業
も
引

き
続
き
重
点
施
策
と
し
て
進
め
て

い
き
ま
す
。
常
に
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
な
が
ら
、
移
住
や
二

地
域
居
住
に
発
展
す
る
よ
う
な
仕

掛
け
作
り
も
始
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
🐍　
　

🐍　
　

🐍

　

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
も
重

要
で
す
。
昨
年
厚
沢
部
町
が
提
案

し
た
計
画
が
、
環
境
省
が
全
国

１
０
０
の
地
域
を
募
集
す
る
事

業
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
当
町
の
計
画
が
全

国
の
モ
デ
ル
と
成
り
得
る
提
案
と

し
て
認
め
ら
れ
、
最
大
で
50
億
円

の
事
業
実
施
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活

か
し
、
計
画
の
詳
細
を
詰
め
な
が

ら
本
事
業
を
着
実
に
進
め
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
活
動
を

通
じ
て
、
次
世
代
に
誇
れ
る
町
を

築
い
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
🐍　
　

🐍　
　

🐍

　

そ
の
他
に
も
道
の
駅
物
産
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
道
営
住
宅
建
設

に
向
け
た
協
議
、
新
た
な
防
災
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
具

体
的
な
施
策
を
進
め
て
い
く
所
存

で
す
。

　

ま
た
、今
年
は
、あ
っ
さ
ぶ
メ
ー

ク
イ
ン
の
試
作
か
ら
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
先
人
た
ち
が
守
り

育
て
て
き
た
メ
ー
ク
イ
ン
を
最
大

限
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
記
念
事
業
等
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
制

す
」
と
い
う
地
方
財
政
の
運
用
の

原
則
の
も
と
、
健
全
な
財
政
運
営

を
堅
持
し
な
が
ら
も
、
熟
慮
を
重

ね
た
う
え
で
必
要
な
財
政
支
出
は

積
極
的
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　

🐍　
　

🐍　
　

🐍

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
と
の
対
話

を
大
切
に
し
、
意
見
や
要
望
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
が
ら
、

共
に
歩
ん
で
い
く
姿
勢
を
忘
れ
ず

に
一
歩
一
歩
着
実
に
進
ん
で
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
、
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

副 町 長

合 浦 博 昭

教 育 長

髙 野 政 人

　
真
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を

　年頭のご挨拶

◆
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
　

安　

田　
　
　

光

総
務
係
長　
　

青　

柳　

秀　

和

総

務
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柴　
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重　

博

　

 

〃　

 
  

　

三　

上　
　
　

信

財
政
係
長　
　

福　

田　

亜
矢
子

　
　
　
　
　
　

小　
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賢　

人

経
理
管
財
係
長　
　

能　

代　

一　

史

情
報
管
理
係
主
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三　
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介

総
務
財
政
課
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佐　
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平

◆
政
策
推
進
課

　
　
　
　
　
　

津　

野　
　
　

修

　
　
　
　
　
　
　
　

木　

口　

孝　

志

政
策
推
進
係
主
査　
　

荒　

木　

敬　

仁

　
　
　
　
　
　

浅
野
目　

裕　

太

商
工
観
光
係　
　

蛯　

名　

拓　

斗

情

報

管

理

係

兼

総

務

係

課

長

兼
情
報
管
理
係
長

◆
住
民
税
務
課

課　
　

長　
　

安　

沢　

富
士
子

◇
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
勤
務

園　
　

長  　

斎　

藤　

紋　

子

　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

武　

徳

　
　
　
　
　
　

橋　

端　

純　

恵

　

 

〃 

　
　
　

西　

村　

智　

香

保
育
教
諭　
　

朝　

倉　

美　

樹

　

 

〃 

　
　
　

月　

居　
　
　

茜

　

 

〃 

　
　
　

高　
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智　

美

　

 

〃 

　
　
　

佐　

藤　
　
　

舞

　

 

〃 

　
　
　

菊　

池　

春　

菜

児
童
指
導
員　
　

宮　

本　

修　

太

◆
出
納
課

　
　
　
　
　
　

森　
　
　

ゆ
か
り

出

納

係　
　

丸　

山　

智　

美

◆
議
会
事
務
局

事
務
局
長　
　

安　

達　

達　

也　

総
務
係
長　
　

首　

藤　

浩　

平

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

沼　

下　

利　

広

総 

務 

係　
　

谷　

口　

方　

基

会

計

管

理

者

兼

出

納

課

長

兼

出

納

係

長

課
税
収
納
係
長　
　

丸　

山　

祐　

樹

　
　
　
　
　
　

増　

田　
　
　

廉

　
　
　
　
　
　

島　

津　

孝　

継

国

保

係

兼

住

民

係

◆
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

木　

村　

千　

律

　
　
　
　
　
　

藤　

田　

智　

美

　
　
　
　
　
　

藤　

八　

伸
太
郎

福
祉
係
長　
　

増　

田　
　
　

聡

福 

祉 

係　
　

亀　

井　

祐　

作

介
護
保
険
係　
　

山　

田　

陽　

喜

　
　
　
　
　
　

三　

橋　

玲　

子

　
　
　
　
　
　

小　

西　

智　

晴

健
康
増
進
係
主
査　
　

並　

川　

麻　

子

　
　
　
　
　
　
　

小　

森　

麗　

奈

健
康
増
進
係　
　

笹　

森　

志　

穂

課

長

兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
長

主

幹

兼
子
育
て
支
援
係
長

兼

健

康

増

進

係

◆
農
林
課

　
　
　
　
　
　

沼　

下　

利　

広

　
　
　
　
　
　
　
　

杉　

野　
　
　

剛

　
　
　
　
　
　

板　

坂　
　
　

勇

　
　
　
　
　
　
　

上　

條　

公　

大

　
　
　
　
　
　

𠮷　
田　

友　

耶

農
業
振
興
係　
　

鈴　

木　

隆　

二

　
　
　
　
　
　
　

堂　

下　

貴　

宏

◆
建
設
水
道
課

課　
　

長　
　

森　
　
　

理　

生

　
　
　
　
　
　

万　

所　

貴　

之

    
 
  　

　

 

森　
　
　

英　

治

　
　
　
　
　
　

紺　

野　

和　

美　

土
木
係
主
査　
　

大　

森　

秀　

行

建
築
施
設
係
長　
　

船　

瀬　

祥　

太

上
下
水
道
係
主
査　
　

福　

島　
　
　

耕
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久
保
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和　

敏

上
下
水
道
係　
　

山　

田　

拓　

也

管

理

係

主

査

兼
建
築
施
設
係

主

幹

兼
上
下
水
道
係
長

農
業
振
興
係
主
査

兼
林
業
振
興
係

主

幹

兼

管

理

係

長

兼

土

木

係

長

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

二　

宮　

和　

之

　
　
　
　
　
　

石　

井　

淳　

平

　
　
　
　
　
　

太　

田　

聡　

子

指
導
主
事　
　

加　

藤　

一　

義

　
　
　
　
　
　

山　

田　

蒼　

良

社
会
教
育
係　
　

富　

塚　
　
　

龍

　

 

〃　

 

　
　

大　

山　

か
の
こ

◆
選
挙
管
理
委
員
会

（兼）
書
記
長　
　

安　

田　
　
　

光

（兼）
書　

記　
　

青　

柳　

秀　

和

　

 

〃 

　
　
　

柴　

崎　

重　

博

◆
監
査
委
員

（兼）
書　

記　
　

安　

田　
　
　

光

　

 

〃 

　
　
　

青　

柳　

秀　

和

　

 

〃 

　
　
　

柴　

崎　

重　

博

事
務
局
長
兼
総
合
給
食

セ
ン
タ
ー
長
兼
総
合

給
食
セ
ン
タ
ー
係
長

学

校

教

育

係

兼

総

合

給

食

セ

ン

タ

ー

係

政

策

推

進

係

（
北
海
道
か
ら
派
遣

）

課

税

収

納

係

兼
生
活
安
全
係

地
域
包
括
支
援
セ

ン

タ

ー

係

主

査

兼

健

康

増

進

係

（

再

任

用

）

　
　
　
　
　
　

三　

上　

光　

憲

　
　
　
　
　
　

中　

里　

孝　

子

　
　
　
　
　
　

中　

川　

一　

秀

主　
　

幹　
　

三　

戸　

康　

彰

　
　
　
　
　
　

飴　

谷　

美　

咲

主

幹

兼
生
活
安
全
係
長

主

幹

兼
介
護
保
険
係
長

主

幹

兼
こ
ど
も
園
係
長

林

業

振

興

係

兼
農
村
整
備
係

農
業
振
興
係
主
査
（
活

性
化
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

主

幹

兼
社
会
教
育
係
長

課

長

兼
林
業
振
興
係
長

（兼）

事

務

局

長

兼

総

務

係

長

住

民

係

兼

国

保

係

財

政

係

兼
経
理
管
財
係

主

幹

兼
政
策
推
進
係
長

主

幹

兼

住

民

係

長

主

幹

兼

国

保

係

長

健
康
増
進
係
長

兼
子
育
て
支
援
係

健

康

増

進

係

兼
子
育
て
支
援
係

兼
こ
ど
も
園
係

主

幹

兼
農
業
振
興
係
長

主

幹

兼
農
村
整
備
係
長

主

幹

兼
学
校
教
育
係
長

課

長

兼
商
工
観
光
係
長

主

幹

（

保

育

教

諭

）
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◆
厚
沢
部
消
防
署

署　
　

長　
　

福　

田　

昭　

浩

次　
　

長　
　

中　

山　

博　

之

　
　
　
　
　
　

太　

田　

稔　

久

　
　
　
　
　
　

三　

崎　

慶　

智

庶
務
係
長　
　

並　

川　

光　

生

　
　
　
　
　
　

森　

山　

泰　

凪

管
理
係
長　
　

柴　

田　

直　

行

　
　
　
　
　
　

加　

澤　

寛　

明

警
防
係
長　
　

下
川
部　
　
　

純

　
　
　
　
　
　

庄　

山　

一　

輝

警 

防 

係　
　

丹　

保　
　
　

潤

　
　
　
　
　
　

須　

藤　

優　

輔

　
　
　
　
　
　

唯　
　
　

大　

介

予
防
係
長　
　

松　

原　

茂　

樹

　
　
　

  　
　

酒　

井　

遵　

樹

　
　
　
　
　
　

松　

神　

雅　

朗

　

 

〃　
　
　

 

佐
々
木　

智　

也

☆
派
遣

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
業
務
班
医
療
給
付
担
当

　
　
　
　
　
　

川　

瀬　

皓　

太

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
令
和
７

年
の
新
春
を
町
民
の
皆
様
と
共
に

迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
令
和
６
年
10
月
１
日
に
石
破

内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
わ
ず

か
８
日
後
に
は
衆
議
院
を
解
散
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
実
施
さ
れ

た
選
挙
の
結
果
、
自
公
連
立
政
権

は
、
過
半
数
を
維
持
確
保
で
き

ず
、
第
２
次
石
破
内
閣
に
と
っ
て

苦
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
様
な
状
況
の
中
で
も
石
破

総
理
は
、
所
信
表
明
の
中
で
「
地

方
創
生
2.0
」
を
掲
げ
、
「
地
方
に

眠
る
高
い
潜
在
力
を
持
つ
資
源
を

呼
び
起
こ
し
、
日
本
経
済
全
体
を

新 

年 

の 

ご 

挨 

拶

厚
沢
部
町
議
会
議
長

鈴 

木 

祥 

司

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長
　
濵
　
塚
　
久
　
好
　

副
委
員
長
　
香
　
川
　
直
　
樹

委

員
　
佐
々
木
　
　
　
宏
　

委

員
　
小
野
寺
　
　
　
孔
　

▼
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委

員

長
　
髙
　
田
　
一
　
弥
　

副
委
員
長
　
松
　
村
　
松
　
雄

委

員
　
中
　
山
　
俊
　
勝

委

員
　
山
　
田
　
克
　
哉

副議長

佐々木　宏

新
年
の
ご
挨
拶

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

vol.126
▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・

　

相
続
等
の
農
地
に
関
す
る
事
は

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　

（
☎
６
４
‐
３
３
１
４
）
へ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り

農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、「
令

和
の
米
騒
動
」
と
も
称
さ
れ
る
米

の
需
給
問
題
が
大
き
な
話
題
と
な

り
、
米
の
店
頭
で
の
品
薄
や
価
格

高
騰
に
つ
い
て
、
様
々
な
メ
デ
ィ

ア
で
報
道
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

肥
料
や
農
薬
等
の
生
産
コ
ス
ト

が
値
上
が
り
し
て
い
る
状
況
の
な

か
、
米
の
安
定
生
産
や
、
価
格
が

生
産
コ
ス
ト
に
対
し
て
適
正
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
の
か
考
え
さ
せ

ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。 会長

外　﨑　　明

　

ま
た
、
昨
年
は
、
農
政
の
憲
法

と
い
わ
れ
る
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
」
が
１
９
９
９
年
の
制

定
か
ら
四
半
世
紀
を
経
て
、
初
め

て
改
正
さ
れ
、
農
政
の
大
転
換
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
基
本
法

に
基
づ
き
、
中
長
期
的
な
農
業
施

策
と
目
標
を
示
す
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
改
定
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
私
た
ち
農
業
委
員
会
と
し

ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
国
の
動
向

を
注
視
し
、
農
地
の
最
適
利
用
等

の
推
進
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
振

興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
関
係
機
関
や
地
域

の
皆
様
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
農
業
委
員
会
の
主
た
る
任
務

で
あ
る
農
地
の
集
積
や
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規

就
農
希
望
者
を
は
じ
め
と
す
る
将

来
の
担
い
手
の
確
保
な
ど
を
積
極

的
に
推
進
し
、
地
域
農
業
の
持
続

的
な
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

農
地
の
売
買
、
貸
借
な
ど
農
地

に
関
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
遠
慮
な
く
地
元
の
農
業
委
員

や
事
務
局
へ
ご
相
談
い
た
だ
き
、

地
域
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
農
地

を
適
切
に
活
用
で
き
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
農
業
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

年
１
年
間
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
、

秋
の
豊
穣
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

会
　
　
長
　
外
　
﨑
　
　
　
明

会
長
代
理
　　

　
田
　
　
　
藍

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
美
登
子

　
　
〃
　
　
木
　
村
　
卓
　
也

　
　
〃
　
　
斉
　
藤
　
和
　
博

　
　
〃
　
　
前
　
田
　
秀
　
幸

　
　
〃
　
　
下
川
部
　
和
　
宏

　
　
〃
　
　
川
　
口
　
　
　
豊

　
　
〃
　
　
西
　
口
　
智
　
章

　
　
〃
　
　
奈
　
良
　
和
　
人

　
　
〃
　
　
木
　
口
　
幸
　
弘

　
　
〃
　
　
佐
　
藤
　
龍
　
也

　
　
〃
　
　
由
　
利
　
昭
　
人

　
　
〃
　
　
佐
　
藤
　
貴
　
彦

　（
議
席
番
号
順
）

　新年のご挨拶

◆
国
保
病
院

院　
　

長　
　

佐
々
木　

紀　

仁

副

院

長　
　

岡　

本　
　
　

悠

事

務

長　
　

北　

川　

広　

幸

　
　
　
　
　
　

服　

部　

常　

人

　
　
　
　
　
　

林　
　
　

慶　

太

主
任
栄
養
士　
　

道　

島　

洋　

子

薬
剤
師
長　
　

金　

澤　

潤　

子

看
護
師
長　
　

鈴　

木　

ゆ
き
み

副
看
護
師
長　
　

溝　

口　

真
由
美

主
任
看
護
師　
　

丹　

保　

麻　

美

　

 

〃　
　
　

 

高　

杉　

裕
美
子

　

 

〃　
　

 　

中　

川　

麻　

子

　

 

〃　
　
　

 

杉　

野　

麻　

美

 　

〃　
　
　

 

増　

崎　

麻　

希　
　
　

看

護

師　
　

青　

柳　

裕　

美

　

 

〃　
　
　

 

川　

股　

登
和
子

　

 

〃　
　
　

 

鈴　

木　

恵
美
子

　

 

〃　
　
　

 

鈴　

木　

有
希
子　

 

　

 

〃　
　
　

 

工　

藤　

帆　

波

　

 

〃　
　
　

 

下
川
部　

智
香
子

　

 

〃　
　
　

 

千　

代　

由　

香

 　

〃　
　

 　

大　

和　

久　

美

　

 

〃　

 

　
　

深　

見　

幸　

恵

　
　
　
　
　
　

下
川
部　

紀　

子

予
防
係
主
任
兼

危
険
物
係
主
任

予

防

係

兼

危

険

物

係

管

理

係

主

査

兼
庶
務
係
主
査

庶

務

係

兼

管

理

係

主
幹
兼
医
事
係

長

兼

総

務

係

准

看

護

師

（

再

任

用

）

主

幹

兼
危
険
物
係
長

主

幹

兼

救

急

係

長

　

令
和
６
年
『
第
４
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
12
月
10
日

（火）
に
開
催
さ
れ
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案
２
件
、
人
事
案
１
件

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
２
月
号
』
お
よ
び
『
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
７
４
７
３
万
８
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
53
憶
３
０
２
７
万

６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
、
ふ
る
さ
と
納
税
関
連

経
費
、
二
地
域
居
住
推
進
実
証
調

査
事
業
費
、
脱
炭
素
先
行
地
域
づ

く
り
関
連
事
業
費
、
国
保
特
別
会

計
繰
出
金
、
児
童
手
当
の
増
額
、

ス
マ
ー
ト
農
業
等
機
械
導
入
支
援

事
業
費
補
助
金
、
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
交
付
金
、
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
員
の
日
額
報
酬
の
増

額
、
う
ず
ら
温
泉
の
指
定
管
理
委

託
料
の
増
額
、
檜
山
広
域
行
政
組

合
消
防
費
負
担
金
の
減
額
、
学
校

給
食
賄
材
料
費
の
増
額
な
ど
で

す
。

　

一
般
質
問
は
濵
塚
久
好
議
員
、

山
田
克
哉
議
員
、香
川
直
樹
議
員
、

佐
々
木
宏
議
員
の
４
氏
が
行
い
、

濵
塚
議
員
は
『
有
害
鳥
獣
駆
除
』

等
に
つ
い
て
２
件
、
山
田
議
員
は
、

『
空
き
家
対
策
』
等
に
つ
い
て
２

件
、
香
川
議
員
は
『
脱
炭
素
先
行

地
域
認
定
』に
つ
い
て
１
件
、佐
々

木
議
員
は
『
農
業
施
策
』
に
つ
い

て
１
件
質
問
し
ま
し
た
。

　

議
会
は
ラ
イ
ブ
配
信
お
よ
び
録

画
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

一
般
会
計
予
算
を
追
加

第
４
回
町
議
会
定
例
会

４
氏
が
一
般
質
問

活
性
化
さ
せ
る
起
爆
剤
に
す
る
」

と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
「
地
方
交
付
金
を
倍
増
す
る
こ

と
で
、
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
知
恵

を
出
し
て
各
地
の
生
産
性
を
高
め

る
努
力
を
し
、
個
性
的
な
地
域
を

つ
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述

べ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
方
行
政
の
果

た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
、
ま
す

ま
す
大
き
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て

活
力
あ
る
社
会
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
の
特
色
を
出
し

た
地
方
創
生
の
取
組
み
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
行
政
と
の
連
携
と
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
令
和
５
年
９
月
に
設
置
い
た

し
ま
し
た
「
議
員
定
数
等
調
査
特

別
委
員
会
」
の
調
査
を
完
了
し
、

昨
年
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い

て
、
議
員
定
数
の
１
名
削
減
や
報

酬
の
増
額
な
ど
を
報
告
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
議
会
報
告
会
に
お
い

て
、
町
民
の
皆
様
へ
調
査
結
果
の

内
容
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
よ
り
開
か
れ
た
わ
か
り
や

す
い
議
会
運
営
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
と
も
町
民
の
皆

様
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
迎
え
ま
し
た
新
年
が
皆
様

に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

警

防

係

主

任

兼
救
急
係
主
任

警

防

係

兼

救

急

係

救

急

係

主

任

兼
警
防
係
主
任

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

▼町Ｈ P

事

務

次

長

兼

総

務

係

長

兼

医

事

係
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11
月
25
日

（月）
、
26
日

（火）
、
27
日

（水）
、
28
日

（木）
、
12

月
3
日

（火）
の
５
日
間
、
町
内
６
会
場
で
ま
ち
づ
く
り

座
談
会
を
開
催
し
、
町
民
や
議
会
議
員
ら
約
１
０
９

名
が
出
席
。
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
や
要
望
、

地
域
が
抱
え
る
問
題
等
に
つ
い
て
町
長
ら
と
懇
談
し

ま
し
た
。

　

座
談
会
の
冒
頭
、
町
か
ら
、
道
の
駅
物
産
館
の
改

築
工
事
、
防
災
無
線
の
導
入
、
健
診
の
無
償
化
実
績
、

義
務
教
育
学
校
、
共
和
地
区
豚
舎
建
設
に
つ
い
て
情

報
提
供
が
あ
り
、
そ
の
後
質
疑
を
受
け
ま
し
た
。

まちづくり座談会
　

１
月
21
日

（火）
を
締
め
切
り
に
各
町
内
会
長
宛
て
に

町
政
要
望
の
取
り
ま
と
め
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
座
談
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
要
望
し

た
い
こ
と
が
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
方
は
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
町
民
の
声
を
大
切
に
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

町
か
ら
の
情
報
提
供

町
政
要
望
を
取
り
ま
と
め

「
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

「
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

９９
名
を
表
彰

名
を
表
彰

　

「
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

受
賞
し
た
９
名
の
生
徒
に
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
身
の
周
り
に
あ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら
い
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

鶉小学校　左から藤岡さん、佐藤さん、八重樫さん鶉小学校　左から藤岡さん、佐藤さん、八重樫さん

▼富栄地区

▼当路地区

土
屋
典
應
氏
、
岩
田
冨
貴
子
氏

 

　
　
法
務
大
臣
表
彰
受
賞

　

12
月
３
日

（火）
、
土
屋
典
應
氏

（
館
町
）、岩
田
冨
貴
子
氏
（
字
鶉
）

は
町
長
に
法
務
大
臣
表
彰
の
受
賞

を
報
告
し
ま
し
た
。
長
年
の
保
護

司
と
し
て
の
活
動
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

岩
田
氏
は
「
町
内
か
ら
非
行
を

な
く
し
、
安
全
安
心
な
町
に
し
よ

う
と
取
り
組
ん
で
き
た
。
受
賞
を

大
変
う
れ
し
く
思
う
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

12
月
３
日

（火）
、
認
定
こ
ど
も
園

は
ぜ
る
、
あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ
と
夏

ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
厚
沢
部
中

学
校
、
鶉
小
学
校
の
４
団
体
か
ら

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
「
北
海

道
推
進
委
員
会
委
員
長
表
彰
」
受

賞
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
安
全
安
心
な
町
づ
く

り
の
た
め
、
皆
様
の
活
動
に
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。　

▲岩田氏（左）、土屋氏（右）と記念撮影▲町内４団体代表者と記念撮影

　

12
月
６
日

（金）
、
長
年
に
わ
た
り
町
監
査
委
員
と
し
て
精
励
さ
れ
た
進
藤

貞
夫
氏
（
字
共
和
）
の
功
績
に
対
す
る
叙
勲
伝
達
式
が
役
場
で
行
わ
れ
、

佐
藤
町
長
か
ら
進
藤
氏
に
「
旭
日
単
光
章
」
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

進
藤
氏
は
「
こ
の
度
、
こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く
思
う
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

進
藤
貞
夫
氏
が
叙
勲

　
　
　
　
　

『
旭
日
単
光
章
』
を
受
章

『旭日単光章』　進藤　貞夫　氏

１
０
０
万
円
を
寄
附

 

佐
藤
永
吉
氏
へ

　
感
謝
状
を
贈
呈

町
内
４
団
体
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

 

北
海
道
推
進
委
員
会
委
員
長
表
彰
受
賞

　

11
月
21
日

（木）
、佐
藤
永
吉
氏（
館

町
）
よ
り
、
町
へ
一
般
寄
附
金
と

し
て
１
０
０
万
円
を
寄
附
い
た
だ

き
、
町
長
か
ら
佐
藤
氏
へ
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
「
町
の
た
め
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
町
長
は

「
大
変
あ
り
が
た
い
。
町
の
た
め

に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

▲佐藤永吉氏へ感謝状を贈呈しました。

表彰者名 タイトル 受賞名

作文の部

藤岡　百恵（厚中１年） 「普通」とは 北海道教育委員会教育長賞（函館地方）

髙橋虎太郎（厚中３年） 「障害の壁」をこえて
江差地区大会奨励賞

成澤　芽生（厚中３年） 考えと言葉

ポスターの部

太田　颯馬（厚小５年） みんな仲良し
それがいちばん 最優秀賞（函館地方コンテスト）

佐藤　　愛（鶉小４年） みんなで仲良く。
いじめをへらそう！ 函館地方コンテスト奨励賞

藤岡　玉恵（鶉小４年） 障がい者に人権を
江差地区大会奨励賞

八重樫環奈（鶉小４年） 相手の事を考えて

髙橋虎太郎（厚中３年） 笑顔の仮面の下の顔 優秀賞（江差地区大会）

金澤　彩華（厚中３年） それもその子の個性
江差地区大会奨励賞

松原　志侑（厚中３年） 認め合おう　みんなの個性

厚沢部中学校　左から成澤さん、松原さん、髙橋さん厚沢部中学校　左から成澤さん、松原さん、髙橋さん

厚沢部小学校　太田さん厚沢部小学校　太田さん

厚沢部中学校　藤岡さん厚沢部中学校　藤岡さん
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11
月
16
日

（土）
、
25
日

（月）
に
厚
沢
部
建
設
協
会
（
能
登
谷
謙

一
会
長
）
は
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
内
の
遊
具
お
よ
び
外

灯
木
部
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
塗
装
さ
れ
た
遊
具
お
よ
び
外
灯
は
、
経
年
劣
化
に
よ

り
ペ
ン
キ
が
剥
げ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
協
会
の
皆
さ
ん
に

よ
り
、
手
際
よ
く
ペ
ン
キ
が
塗
ら
れ
た
遊
具
と
外
灯
は
長
く

子
ど
も
た
ち
を
明
る
く
、
照
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

厚
沢
部
建
設
協
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

　
　
　

ペ
ン
キ
塗
り

素敵な過疎のまちのあゆみ

　

11
月
24
日

（日）
、
赤
沼
地
区
幸
齢
者
の
集
い
が
赤
沼
町
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
や
来
賓
ら
約
70
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
笹
谷
勝
博
町
内
会
長
は
挨
拶
で
「
皆
さ

ん
高
齢
と
な
っ
て
も
、と
て
も
元
気
で
い
き
い
き
し
て
い
る
。

敬
老
会
か
ら
『
幸
齢
者
の
集
い
』
に
名
を
変
え
た
。
皆
さ
ん

で
大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

お
ら
い
も
コ
ー
ラ
ス
の
歌
唱
、
町
内
会
女
性
（
中
心
の
）

有
志
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
幸
齢
者
の
集
い
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

赤
沼
町

　
　

幸
齢
者
の
集
い

▲女性（中心）の有志による優雅な踊りが披露されました。

▲ボランティア後に建設協会の皆さんで記念撮影。

障
が
い
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　
　
　

の
開
催

　

11
月
27
日

（水）
、
厚
沢
部
町
役
場
に
て
檜
山
障
が
い
ウ
ィ
ー

ク
が
開
催
さ
れ
、
檜
山
管
内
の
８
事
業
所
が
出
展
し
、
障
が

い
者
の
方
が
支
援
施
設
で
作
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
手
芸

品
、
菓
子
パ
ン
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
障
が

い
者
の
社
会
参
加
と
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
檜
山

振
興
局
主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

▲菓子パンやお弁当、野菜販売が人気でした。

　

11
月
30
日

（土）
、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
に
て
食
生
活

改
善
協
議
会
主
催
の
「
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ーKoli

店
主
の
コ
リ
幸
恵
さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
「
家
庭
で
も
で
き
る
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
」

と
題
し
て
、
キ
ー
マ
カ
レ
ー
の
作
り
方
を
伝
授
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
ス
パ
イ
ス
の
特
徴
や
調
合
に
、
参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
協
議
会
で
は
新
た
な
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ご
興
味
あ
る
方
は
、
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
（
☎

６
４
‐
３
３
１
９
）
ま
で
。

　

ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー

　
　

で
身
体
ポ
カ
ポ
カ

　

▲スパイスが香る異国のような雰囲気でした。

▲一生懸命、厚沢部町の良さを伝えている姿が印象的でした。

素敵な過疎のまちのあゆみ

名
古
屋
で

　

厚
沢
部
町
を
Ｐ
Ｒ

　

９
月
に
厚
沢
部
町
を
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
訪
れ
て
い
た

愛
知
学
院
大
学
の
学
生
６
名
は
、
大
学
が
あ
る
名
古
屋
市
周

辺
で
た
く
さ
ん
の
方
に
厚
沢
部
町
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

物
販
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
12
月
21
日

（土）
、
22
日

（日）
に
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
野
菜
や
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
、
特
に
人

気
だ
っ
た
の
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
農
家
さ
ん
か
ら
野
菜
を

買
い
作
っ
た
「
あ
っ
さ
ぶ
農
家
の
ま
ご
ご
ろ
弁
当
」
で
し
た
。

　

学
生
の
平
賀
友
都
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
方
に
厚
沢
部
町

を
知
っ
て
も
ら
え
た
の
で
良
か
っ
た
。
来
年
以
降
に
つ
な
げ

た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

少年団
大　会
結　果

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
お
け
る
各
種
大
会
結
果
（
11
月
分
）

●
第
42
回
南
檜
山
少
年
柔
道
大
会
兼

　

令
和
６
年
度
檜
山
管
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道
大
会

　

令
和
６
年
11
月
16
日

（土）
厚
沢
部
町
総
合
体
育
館

　

・
団
体
戦　

男
子
中
学
生
の
部

　
　

優　

勝　
　

厚
沢
部
町
（
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

・
個
人
戦　

小
学
校
五
年
生
の
部　

　
　

第
二
位　
　

宮
田　

稜
士（
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

・
個
人
戦　

中
学
生
男
子
の
部　

　
　

第
三
位　
　

上
田　
　

怜（
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
柔
道
・
剣
道
・
空
手
道
・
野

球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
陸
上
競
技
・
水
泳
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
計
10
団

体
が
あ
り
ま
す
。

活
動
に
ご
関
心
の

あ
る
方
や
各
団
体

の
詳
細
に
つ
い
て

知
り
た
い
方
は
お

気
軽
に
教
育
委
員

会
事
務
局
社
会
教

育
係
（
☎
６
４
‐

３
３
１
８
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

大
会
結
果
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１
月
25
日

（土）
９
時
30
分
よ
り
教
育

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
こ
ん
な
の
も
で
き
な
い
の
？
」

「
〇
〇
く
ん
は
や
っ
て
る
よ
」

等
の
言
葉
は
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
（
不
適
切
な
対
応
）
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
医
学
的
に
も
子
ど
も

の
成
長
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
講
演
会
で
は
、
大
人
が
子

ど
も
た
ち
に
ど
う
接
す
れ
ば
い
い

の
か
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
参
加
申
込
み　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
厚
沢
部
町
教

育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
２
年
目

を
迎
え
ま
し
た
本
年
も
、
引
き
続

き
、
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
教
育
の
充
実
に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
に
は
長
年
に
わ
た
り
地
域

の
学
び
舎
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
鶉
小
学
校
が
そ
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
、
新
年
度
よ
り
厚
沢
部
小

学
校
と
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
の
統
合
は
よ
り
充
実
し

た
教
育
環
境
を
提
供
し
、
子
ど
も

た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
大
き
な

一
歩
で
す
。
こ
れ
ま
で
鶉
小
学
校

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆

様
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
環
境

に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
が
さ
ら
に

大
き
く
成
長
で
き
る
よ
う
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
義
務
教
育
学
校

整
備
検
討
委
員
会
の
議
論
が
本
格

心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

１
月
の
主
な
学
校
行
事

１
日

（水）
学
校
閉
庁
日(

～
３
日)

16
日

（木）
３
学
期
始
業
式

30
日

（木）
厚
小
・
鶉
小
交
流

教育委員会だより
文責　厚沢部町教育委員会

Ｒ７.１ Ｎ o.14

　

教
育
講
演
会
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

化
し
、
町
の
教
育
の
未
来
を
見
据

え
た
取
組
が
進
む
重
要
な
年
と
な

り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

考
え
、
よ
り
良
い
教
育
の
場
を
築

く
た
め
の
議
論
を
丁
寧
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
お
い
て
も
新
た
な
挑
戦
の
年
と

な
り
ま
す
。
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
第
２
期
と
も
言
わ
れ
る
セ
カ
ン

ド
ギ
ガ
に
基
づ
く
端
末
の
入
替
を

計
画
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
の
質
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
を

進
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
に
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を
提

供
で
き
る
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い

て
責
任
あ
る
行
動
が
で
き
る
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
デ
ジ
タ

ル
・
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
積

極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
は
町
の
未
来
を
つ
く
る
礎

で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
び
、
夢
を
描
け
る
町
づ
く
り

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
厚
沢
部
町

の
未
来
を
照
ら
す
た
め
、
町
民
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
全
力
で
教

育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
本
年
も
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
様

に
と
っ
て
健
康
で
実
り
多
き
一
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
長
　
髙
　
野
　
政
　
人

年 

頭 

挨 

拶

社
会
教
育
通
信

　

鹿
子
舞
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？

　

厚
沢
部
町
の
郷
土
芸
能
「
鹿
子

舞
」
は
、「
三
匹
獅
子
舞
」
と
呼
ば

れ
る
伝
統
芸
能
の
一
つ
で
す
。
そ

の
名
に
あ
る
「
鹿
」
の
文
字
が
示
す

と
お
り
、
鹿
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

踊
り
が
特
徴
で
す
。
で
は
、
厚
沢
部

の
鹿
子
舞
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で

踊
ら
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　

約
２
０
０
年
前
に
江
差
に
残
さ

れ
た
記
録
に
よ
れ
ば
、
７
月
の
お

盆
の
時
期
に
な
る
と
、
厚
沢
部
の

村
々
か
ら
「
シ
シ
オ
ド
リ
」
が
江

差
の
町
に
や
っ
て
来
て
い
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
沢
部
の
人
々

は
伝
統
的
な
慣
わ
し
に
従
い
、
江

差
の
役
所
に
入
っ
て
踊
ろ
う
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
驚
い
た
役
人
は
、

急
い
で
役
所
で
は
な
く
「
会
所
」

で
踊
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
と
い

い
ま
す
。
異
形
の
集
団
が
突
然
オ

フ
ィ
ス
に
乱
入
し
て
来
た
の
で
す

か
ら
、
驚
く
と
い
う
よ
り
も
恐
ろ

し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

役
所
か
ら
は
追
い
出
さ
れ
て
し

ま
っ
た
厚
沢
部
の
シ
シ
オ
ド
リ
で

す
が
、
無
事
に
会
所
で
の
演
舞
を

終
え
、
銅
銭
と
米
を
下
賜
さ
れ
た

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
鹿

子
舞
は
お
盆
に
踊
ら
れ
る
芸
能
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
現
在
も
、
８
月
の
お
盆
の
時
期

に
墓
地
で
鹿
子
舞
が
披
露
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
意
味
は
「
魂

を
鎮
め
る
」
と
い
う
鹿
子
本
来
の

役
割
に
根
ざ
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

　

鹿
子
舞
の
由
来
に
関
す
る
伝
承

も
、
こ
の
「
鎮
魂
」
の
役
割
を
示

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
安
野
呂

（
あ
ん
の
ろ
）
鹿
子
舞
で
は
、
病

気
を
治
す
た
め
に
犠
牲
と
な
っ
た

鹿
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
に
踊
り

が
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
上
俄
虫
（
か
み
が
む

し
）
鹿
子
舞
で
は
、
鹿
子
の
祟
り

を
鎮
め
る
た
め
に
踊
り
が
始
ま
っ

た
と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　

こ
の
よ
う
に
、
鹿
子
舞
に
は
厚

沢
部
町
の
歴
史
や
信
仰
が
色
濃
く

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
19
日

（日）
、
10
時
か
ら
、
町

民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
み
」
に

お
い
て
、町
内
各
地
の
鹿
子
舞（
獅

子
舞
）
が
一
堂
に
会
す
る
「
新
春

町
内
鹿
子
舞
交
流
会
」
が
開
催
さ

鹿
子
舞
交
流
会
の
ご
案
内

れ
ま
す
。
地
域
の
伝
統
を
受
け
継

ぐ
芸
能
を
間
近
で
ご
覧
い
た
だ
け

る
貴
重
な
機
会
で
す
。
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。　

　上里墓地で踊る上俄虫鹿子舞（平成 24 年８月 13 日撮影）

お
す
す
め
新
着
図
書

　

今
月
は
お
す
す
め
の
児
童
書
を

ご
紹
介
し
ま
す
！

●
「
あ
や
し
、お
そ
ろ
し
、
天
獄
園
」　

廣
嶋
玲
子/jy

ajy
a

（
偕
成
社
）

　

人
気
シ
リ
ー
ズ
「
ふ
し
ぎ
駄
菓

子
屋
銭
天
堂
」
番
外
編
。
あ
の
お

そ
ろ
し
い
遊
園
地
、
天
獄
園
が
舞

台
の
お
話
で
す
。

●
「
わ
か
っ
た
さ
ん
の
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
」　

寺
村
輝
夫/

永
井
郁
子
（
あ
か
ね
書
房
）

　

お
菓
子
作
り
×
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
「
わ
か
っ
た
さ

ん
」
33
年
ぶ
り
の
新
シ
リ
ー
ズ
。

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
の
作
り
方
付

き
！
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司
法
試
験
に
合
格
す
る
た
め
に

は
、
問
い
に
対
し
て
論
理
的
に
考

え
、
そ
の
思
考
過
程
を
文
章
で
表

現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
司
法
試
験
に
合
格
し

た
人
は
、
語
彙
力
や
表
現
力
に
長

け
て
い
る
と
見
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
だ
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
裁
判
員
裁
判
」
で
す
。

　

裁
判
員
裁
判
と
は
、
職
業
裁
判

官
と
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
た
国
民

が
１
つ
の
裁
判
体
を
構
成
し
て
、

公
開
の
法
廷
で
事
件
を
審
理
し
、

判
決
を
宣
告
す
る
形
式
の
刑
事
裁

判
で
す
。
弁
護
人
に
は
主
に
、
冒
頭

陳
述
や
弁
論
と
い
う
手
続
で
、
裁

判
員
の
方
々
に
向
け
て
お
話
す
る

機
会
が
あ
り
ま
す
。
冒
頭
陳
述
で

弁
護
人
は
、
法
廷
の
中
央
に
あ
る

証
言
台
の
前
に
立
ち
、
裁
判
員
の

方
々
の
方
を
向
い
て
、
被
告
人
に

有
利
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
提
示
し
、

そ
の
証
拠
と
し
て
着
目
し
て
ほ
し

い
ポ
イ
ン
ト
や
考
え
方
な
ど
を
お

話
し
ま
す
。
実
は
、
弁
護
人
の
前

に
、
検
察
官
が
同
じ
よ
う
な
こ
と

示
し
て
い
る
の
で
、
検
察
官
の
ス

ト
ー
リ
ー
と
の
違
い
が
分
か
る
よ

う
に
、
か
つ
、
合
理
性
を
持
た
せ

る
よ
う
に
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
単
語
を
用
い
て
説
明

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

検
察
官
と
の
の
違
い
が
生
ま
れ
る

理
由
を
指
摘
し
て
、
そ
の
理
由
の

合
理
性
の
判
断
方
法
を
具
体
的

に
、
簡
潔
に
、
か
つ
、
分
か
り
や

す
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
裁
判
員
の
方
々
か

ら
「
分
か
り
づ
ら
い
」
と
い
う
評

価
を
得
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
弁
護
士
が
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
を
学
ん
で

い
な
い
た
め
で
す
。
私
も
よ
う
や

く
最
近
に
な
っ
て
裁
判
員
の
方
々

が
う
な
ず
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
向
上
さ

せ
た
い
分
野
で
す
。

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　
　

弁
護
士　

川
口　

智
博
】

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ

vol.152

20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
！

　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
り
し
た
と

き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思

い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」

も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度

で
す
。

『
義
務
と
権
利
』

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年

金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。

『
加
入
に
つ
い
て
』

　

20
歳
に
な
っ
た
方
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
国
民
年
金
（
第
一
号

被
保
険
者
）
に
加
入
し
た
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
概
ね
２
週

間
以
内
に
「
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
」
、
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
」
、
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

書
」
、
「
国
民
年
金
の
加
入
と
保
険

料
の
ご
案
内
」
、「
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
と
学
生
納
付
特
例

制
度
の
申
請
書
」
、「
返
信
用
封
筒
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
は
、

加
入
す
る
年
金
制
度
の
変
更
手
続

き
や
年
金
の
請
求
手
続
き
な
ど
一

生
を
と
お
し
て
使
用
し
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

二
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
三
号
被
保
険
者
の
方

は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手

続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の

手
続
き
や
国
民
年
金
の
加
入
の
お

知
ら
せ
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
約
２
週
間

程
度
経
過
し
て
も
「
国
民
年
金
の

お
知
ら
せ
」
が
届
か
な
い
場
合
は
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要

な
た
め
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

も
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

『
保
険
料
の
猶
予
・
免
除
』

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少

な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、「
万
が
一
」
の
と
き

に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な

ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

所
得
が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人

の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り

障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど

を
防
止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
た
め

に
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
も
あ
り
ま

す
。

【
問
合
せ
先
】　

住
民
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

「
巨
大
へ
び
」
「
し
め
縄
飾
り
」
制
作

地
域
魅
力
化

地
域
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
地
域
魅
力

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
子
ど
も
た

ち
の
「
や
り
た
い
！
」
を
も
と
に

ま
ち
で
の
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
る

仕
掛
け
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

12
月
に
は
、
年
越
し
に
む
け
た

イ
ベ
ン
ト
を
２
つ
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
の
干
支
は
巳
。
農
業
の

ま
ち
に
馴
染
み
深
い
米
袋
で
の
制

作
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
自
由
な
発
想
で
ヘ
ビ

の
身
体
を
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。

仕
上
が
っ
た
ヘ
ビ
の
身
体
パ
ー
ツ

は
27
個
。
全
体
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ

る
と
、
約
20
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り

ま
す
。
想
像
よ
り
も
大
き
な
ヘ
ビ

が
完
成
し
、
に
ぎ
や
か
な
年
越
し

準
備
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
13
日

（金）

・
17
日

（火）
・
20
日

（金）
に

は
、
町
内
３
地
区
の
会

場
に
て
正
月
飾
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
コ
リ
幸
恵
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
お

正
月
を
彩
る
し
め
縄
飾

り
の
作
り
方
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
苦
戦
し
な
が

ら
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し

め
縄
づ
く
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

「
こ
ん
な
こ
と
が
し
て
み
た

い
！
」「
あ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば

面
白
そ
う
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
役
場
政
策
推
進
課

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
年
も

子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
カ
タ

チ
に
す
る
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

【
地
域
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

宮
脇　

い
ず
み
】

▼巨大へび制作。個性が出る制作となりました。

▲しめ縄飾りワークショップ。うまく編めました！

　

10
月
に
販
売
さ
れ
ま
し
た
『
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
』
の
使
用
期
限

は
令
和
７
年
２
月
15
日

（土）
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
使
い
忘
れ
の
無

い
よ
う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

厚
沢
部
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
０
２
４

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

使

い

忘

れ

は

あ

り

ま

せ

ん

か
？

働

い

て

い

る

調
理
師
の
皆
様
へ

　

調
理
師
法
で
は
、
調
理
業
務
に

従
事
し
て
い
る
調
理
師
は
、
２
年

ご
と
に
、
12
月
31
日
現
在
の
調
理

従
事
場
所
等
を
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

今
年
は
届
出
の
必
要
な
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

届
出
は
、
北
海
道
江
差
保
健
所

に
令
和
７
年
１
月
15
日

（水）
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

届
出
用
紙
は
、
北
海
道
江
差
保

健
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

届
出
も
可
能
で
す
。
次
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎
５
２-

１
０
５
３

WEB 申請は
こちらから

見 本
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食生活
改　善
協議会

（6 食分）

大根もち

　馴染みのある「いももち」とは違い、大

根おろしに粉を混ぜて生地にします。

大根の甘みがたっぷりで甘辛いタレが相性

良く絡み食べやすいです。

大根おろしは消化を助ける酵素が多く含ま

れ、お正月の食べ疲れにも効果があります。

季節の野菜も一緒に巻いて仕上げるのもお

すすめです。

食改からの
コメント

【材料】 【数量】 【作り方】

大根 １/２本
①大根はすりおろして軽く水気

を切ります。 

②ボウルに大根おろし、片栗粉

を入れて混ぜます。 

③フライパンにサラダ油を入れ

て熱し、生地をスプーンで一口

大にすくい入れます。両面が

こんがりするまで弱火で焼きま

す。 

 

④●調味料を加えて煮絡め完成

です。

片栗粉 大さじ５

サラダ油
大さじ１/

２

●みりん 大さじ１

●砂糖 小さじ１

●しょうゆ 大さじ１

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

１
＆

行
事

２
知
お

ら
せ

＆

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

１
月
の
休
日
当
番
医

　
１月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科
７日（火）・８日（水）
21 日（火）・22 日（水）

※水曜午後休診

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・水・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　24.31日（午前11時迄の受付）
　　　再診のみ、完全予約制
午後　16.24.31日

呼吸器内科 午前　金曜日　午後　木曜日

神 経 内 科 午前　10.17.31日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　10日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日　午後　木曜日

精 神 科 午前　月～金曜日　午後　月・火・水曜日

産 婦 人 科 午前　6.7.21日　午後　6.20日

耳鼻咽喉科
午前　7.8.15.16.21.22.29.30日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　15.29日

眼 科
午前　9.23日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　8.15.22日

皮 膚 科 午前　火曜日

　
冨居先生から肩について　～その 3～冨居先生から肩について　～その 3～

〇人工肩関節置換術

　人工関節は関節が変形してしまった、腱板断裂が
大きくて修復できない患者様に対して行う手術で
す。今まで、人工肩関節は人体と同じ構造の種類の
機種しか使用できませんでしたが、10 年ほど前から
リバース型人工肩関節置換術が日本でも使用可能と
なっています。リバース (反対 )とは骨頭と受け皿
の形が逆転している形状をしています (図参照 )。
　従来の人工肩関節では疼痛は軽減しても可動域が
改善しないことが多く見受けられましたが、リバー
ス型人工肩関節は挙上、外転の可動域が比較的早期
に獲得できるようになっています。外旋(腕を外側に
開く),内旋(背中をかく動作)の可動域は術前の可
動域が残存することが多いです。変形が進んでいる
ので、痛くて肩が上がらないが我慢しているといた
方は一度ご相談ください。
　農業と漁業が盛んな江
差近郊では肩関節に疼痛
をかかえている患者様が
多いように思われます。是
非一度整形外科を受診な
いし，通院中の患者様も相
談してみてください。

　　　　　　　　　　整形外科医長　冨居　りら　

当 番 医 病　院　名（電話番号）

1月1日（水） 乙部町国保病院（62-2331）

2日（木） 厚沢部町国保病院（64-3036）

3日（金） 佐々木病院（52-1070）

4日（土） 勤医協江差診療所（52-1366）

5日（日） 道立江差病院（52-0036）

12日（日） 道立江差病院（52-0036）

13日（月） 勤医協江差診療所（52-1366）

19日（日） 道立江差病院（52-0036）

26日（日） 上ノ国診療所（55-2017）

ハマナスクラブ　うずら店
宅配行っています！

　ハマナスクラブうずら店では、2,000 円以上お買い上げの鶉地区（鶉・鶉町・
相生・共和・旭丘・木間内・社の山）の皆様へ、宅配サービスを行っています。

宅配曜日：月曜日・木曜日
対    象：2,000 円以上お買い上げの
　　　　  鶉地区にお住まいの方

【問合せ先】ハマナスクラブ　うずら店　　☎６５‐６０５５

※天候等事情により、配達曜日を変更することがあります。

宅配車で

ご自宅に

届けます！
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－１月＆２月の行事＆お知らせ－

令和６年 11 月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,053 928 1,032 1,960（－4）

鶉地区 303 277 285 562（ー1）

館地区 416 362 394 756（－7）

全 町 1,772 1,567 1,711 3,278（－12）

※外国人住民を含む

町の人口

（12 月20日届出分まで）

今月の寄附件数 545件

今月の寄附金額 8,825千円
令和６年度

寄附件数累計 1,984件
令和６年度

寄附金額合計 24,868千円

前年度寄附金額 15,884千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（12 月 19 日届出分まで）

戸籍の窓

連続１４４ 日１

令和６年 12 月 20 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

中　館　表神明和子さん（96 歳）11/12
館　町　伊㔟谷サチ子さん（79 歳）11/18
上　里　福島　利光さん（71 歳）11/18
赤沼町　石川　ハナさん（94 歳）11/26
新　町　尾山サカヱさん（99 歳）12/4
新　栄　谷山　吉信さん（73 歳）12/9

－１月＆２月の行事＆お知らせ－

運
転
免
許
更
新
時
講
習

◎
ま
な
び
っ
く

☆
１
月
９
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

☆
１
月
23
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

　

現
在
、
町
で
は
、
高
齢
者
や
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
暖
房
費
の
一
部

を
助
成
す
る
冬
期
生
活
支
援
事
業

の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
令
和
７
年
１
月
31

日
（金）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

申
請
忘
れ
の
無
い
よ
う
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
９

「
福
祉
灯
油
」
の
申
請
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

本　

町　

福
田　

榮
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

　
赤
沼
町　

伊
㔟
谷
悦
三
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

●
一
般
寄
附
金

　

館
町　

佐
藤　

永
吉
さ
ん
か
ら

　
　
　

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円　

　

檜
山
振
興
局
で
は
、
「
脱
炭
素
」

を
「
手
段
」
に
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
「
脱
炭

素
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
」
を
使

用
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削

減
に
向
け
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

プ
ロ
セ
ス
を
疑
似
体
験
し
ま
す
。

　

檜
山
地
域
の
未
来
の
た
め
に
、

今
何
が
で
き
る
の
か
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
程　

１
月
25
日

（土）

◆
時
間　

13
時
～
16
時

◆
場
所　

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
え
さ
し

　

（
江
差
町
字
新
地
町
１
番
地
）

◆
対
象
者　

高
校
生
以
上

◆
申
込
方
法

　

左
記
か
ら
お
申
込
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

檜
山
振
興
局
環
境
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
６
４
９
３

ま
ち
づ
く
り
×
脱
炭
素

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
か
ら
、
所
得
税
・
消
費
税
・

贈
与
税
の
申
告
書
を
作
成
し
、

e-Ta
x

等
で
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
会
場
へ
の
入

場
に
は
「
入
場
整
理
券
」（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
事
前
発

行
も
し
く
は
会
場
で
当
日
配
付
）

が
必
要
と
な
り
、
配
付
状
況
に
応

じ
て
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
書
等
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
次
回
以
降
の
申
告
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
を
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
申
告
を
行
う

た
め
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
ほ
か
、
カ
ー
ド
発
行
時
に
設

定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
（
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
及
び
署
名
用
電

子
証
明
書
）
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
税
務
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
手
続
の
見
直

令
和
６
年
分
確
定
申
告
相
談
・

受
付
の
お
知
ら
せ

し
の
一
環
と
し
て
、
令
和
７
年
１

月
か
ら
、
書
面
で
提
出
さ
れ
た
申

告
書
等
の
控
え
に
収
受
日
付
印
の

押
な
つ
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

書
面
で
提
出
さ
れ
た
申
告
書
等
の

提
出
年
月
日
は
、必
要
に
応
じ
て
、

ご
自
身
で
記
録
・
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

申
告
書
等
をe-T

ax

に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
送
信
日
時
や
申
告

内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
開
設
期
間　
　
　

　

令
和
７
年
２
月
17
日

（月）
か
ら

　
　
　
　
　

３
月
17
日

（月）
ま
で

●
相
談
受
付
時
間　

　

平
日
：
午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

※
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
・

祝
日
等
）
は
、
税
務
署
で
の
確
定

申
告
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
告
会
場　
　
　

　

江
差
税
務
署　

１
階
会
議
室

【
問
合
せ
先
】

　

江
差
税
務
署

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
０
０
７
８

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
１月 25 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。

【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（☎ 53-6301）】

　

今
年
も
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日

は
真
冬
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
焼

肉
）
を
中
心
に
特
設
雪
滑
り
台

を
設
置
。
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬

の

道

駅

ま

つ

り

今

年

も

開

催
！

道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ

　

商
業
施
設
臨
時
休
業

　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

　

道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
商
業
施
設

ア
ッ
サ
ン
は
厨
房
カ
ウ
ン
タ
ー
改

修
工
事
の
た
め
、
左
記
期
間
を
臨

時
休
業
い
た
し
ま
す
。

◆
臨
時
休
業
期
間

　

令
和
７
年
１
月
20
日

（月）
～

　
　
　
　
　

１
月
24
日

（金）

【
問
合
せ
先
】

　

商
業
施
設
ア
ッ
サ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
５
６
‐
１
２
３
０

申込は
こちらから

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退

共
）
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
は
事
業

主
の
方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た
時

に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の

退
職
金
制
度
で
す
。

●
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、

　

法
人
で
は
損
金
、
個
人
企
業
で

　

は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

●
掛
金
の
一
部
は
国
が
免
除
し
ま
す
。

●
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

　

職
金
は
企
業
間
を
通
し
て
計
算

　

さ
れ
ま
す
。

◆
事
業
主
の
皆
様
へ

〇
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ

　

て
適
正
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。

〇
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従

　

事
者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
時

　

は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求

　

す
る
よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

　

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事

　

業
本
部

　
　
☎
０
３-

６
７
３
１-

２
８
８
９

▲ふるさと納税で厚沢部町を応援
してください！

詳しくは、
「厚沢部町　ふるさと納税」で検索！

詳
細
は
回
覧
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

２
月
15
日

（土）

◆
時
間　

15
時
～

◆
場
所　

道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
駐
車
場

【
問
合
せ
先
】

　

素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱

　

☎
６
４
‐
２
０
２
２
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▼
先
日
、
東
京
へ
出
張
に
行
っ

た
と
き
に
、
飲
み
屋
か
ら
出
て

く
る
千
原
ジ
ュ
ニ
ア
さ
ん
に
遭

遇
し
ま
し
た
。
声
を
か
け
よ
う

か
迷
っ
て
い
る
と
、
近
く
に
い

た
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ジ
ュ
ニ
ア
さ

ん
に
駆
け
寄
り
、
腕
を
が
っ
ち

り
ホ
ー
ル
ド
し
て
引
き
留
め
て

く
れ
た
の
で
、
私
た
ち
も
一
緒

に
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
お
ば
ち
ゃ
ん
の
「
き
も

っ
た
ま
」
を
学
ん
だ
東
京
出
張

で
し
た
。

▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ヘ
ビ
年
に
な

り
ま
し
た
。
約
１
か
月
前
、「
広

報
１
月
号
の
ヘ
ビ
年
っ
ぽ
い
表

紙
な
い
か
な
～
」
と
考
え
て
い

た
ら
、
巨
大
ヘ
ビ
を
作
る
ア
イ

デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

魅
力
化
Ｐ
Ｊ
で
制
作
い
た
だ
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
感
性

が
爆
発
し
た
胴
体
や
頭
、
そ
し

て
そ
れ
が
１
つ
と
な
っ
て
、
姿

を
現
し
た
巨
大
ヘ
ビ
。
私
は「
こ

れ
は
神
話
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

▼
最
終
ペ
ー
ジ
は
こ
ど
も
園
の

発
表
会
で
す
。
わ
が
子
の
発
表

会
で
も
あ
る
の
で
、
わ
が
子
に

集
中
し
て
撮
影
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
広
報
マ
ン
の
仕
事
を

し
て
い
る
と
全
員
を
公
平
に
撮

ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
巨

大
で
ヘ
ビ
ー
な
葛
藤
を
抱
え
て

い
る
の
で
す
。
ま
だ
ま
だ
「
き

も
っ
た
ま
」
が
足
り
ま
せ
ん
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
あ
ら
き
）

認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る

『
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い
』

時
と

間
き

刻 む
を

　

12
月
14
日

（土）
、
認
定
こ
ど
も
園

は
ぜ
る
、
３
歳
以
上
児
の
『
は
っ

ぴ
ょ
う
か
い
』
が
あ
ゆ
み
で
開
催

さ
れ
、
園
児
は
保
護
者
が
見
守
る

中
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
練
習
し
た

成
果
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
無
事
に
終
了
し
、
参

加
者
全
員
が
笑
顔
で
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
。

ししまい組（５歳児）太鼓演舞

ししまい組（５歳児）

ししまい組（５歳児）

たいこやま組（４歳児）

たいこやま組（４歳児）劇
　　　不思議の国のアリス

あゆ組（３歳児）

あゆ組（３歳児）劇
　　　さるかに合戦

たいこやま組（４歳児） ししまい組（５歳児）


